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“医師の業務負担軽減・処遇改善”を目的として 2008 年に新設された医師事務作業補助体制加算の
2022年度の診療報酬改定における評価基準の変更について以下に解説します。 
 

■医師事務作業補助体制加算（入院初日に限る）と基準の改正点 
区分 体制加算１ 体制加算２ 

１５対１ 1,050点 3年以上（※）の医師事務作業補助者と
しての勤務経験を有する医師事務作業補
助者が、それぞれの配置区分ごとに 5割
以上配置されていること 
※：医師事務作業補助者の延勤務時間数の
8割以上の時間を病棟又は外来において行
われることが主な要件となっていたが、医
師事務作業補助者の定着の観点から経験年
数に着目した評価となった 

975点 医師事務作業
補助者がそれ
ぞれの配置区
分ごとに配置
されているこ
と 

２０対１ 835点 770点 
２５対１ 705点 645点 

３０対１ 610点 560点 

４０対１ 510点 475点 
５０対１ 430点 395点 
７５対１ 350点 315点 

１００対１ 300点 260点 
  

■[医師の負担軽減及び処置改善に資する体制]のポイント 
 勤務医の勤務状況の把握とその改善の必要性等について提言するための責任者の配置 
 関係他機関での勤務時間を含めた医師の勤務時間及び当直を含めた夜勤状況の把握 
 多職種からなる役割分担推進のための委員会又は会議を設置し「医師の負担の軽減及び
処遇の改善に資する計画」（以下「改善計画」と記す）を作成 
 上記委員会等は当該計画の達成状況の評価を行う際その他必要に応じて開催し、医療機
関の管理者が年 1回以上出席 
 「改善計画」には、以下を含める 

- 現状の問題点を抽出した上での、具体的な取組内容と目標達成年次等 
- 医師と医療関係職種、医療関係職種と事務職員等における役割分担の具体内容 
- 下記項目のうち 2項目以上 
①勤務計画上 連続当直を行わない勤務体制の実施 ②勤務間インターバルの確保  
③予定手術前日の当直や夜勤に対する配慮 ④当直翌日の業務内容に対する配慮  
⑤交代勤務制・複数主治医制の実施 ⑥育児・介護休業法における指定条項の規定
による措置を活用した短時間正規雇用医師の活用 

 医師の負担軽減及び処遇の改善に関する取組事項を院内掲示等により周知 
 

 

医師事務作業補助体制加算の施設基準について 

 株式会社ユアーズブレーンでは、診療報酬の解釈や指導監査対策等、医事に関する様々なご質問・ 
ご相談に対応する「医事相談室」サービスを提供しております。 
詳細をご希望の方は https://www.yb-satellite.co.jp/original9.html#a04から、 
または TEL：082-243-7331  e-mail：info@yb-satellite.co.jp からお問合せください。 
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